　例　
　　　区自主防災会防災計画【飛騨市】
令和　　年　　月
　　　　区自主防災会防災計画
１　目的
この計画は、　　　　区自主防災会（以下、「本会」という。）の防災活動に必要な事項を定め、もって、地震その他の災害による人的、物的被害の発生およびその拡大を防止することを目的とする。
２　計画事項
この計画に定める事項は、次のとおりとする。
（１）本会の編成および任務分担に関すること。
（２）地域の災害危険の把握に関すること。
（３）避難所及び避難経路に関すること。
（４）避難に関すること。
（５）出火防止・初期消火に関すること。
（６）救出・救護に関すること。
（７）給食・給水に関すること。
（８）要配慮者支援に関すること。
（９）防災資機材等の整備に関すること。
（10）防災訓練に関すること。
（11）他組織との連携に関すること。
３　自主防災会の編成および任務分担
災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、また、平常時の活動をより円滑に行うため次のとおり防災組織を編成する。

【別添「防災組織図」のとおり】
４　地域の災害危険の把握
当地区において予想される主な災害は、以下のとおりである。
（１）洪水
①　０～0.5ｍの浸水区域は　　　　　部・班・組である。
②　0.5ｍ～３ｍの浸水区域は　　　　　部・班・組である。
③　３ｍ～５ｍの浸水区域は　　　　　部・班・組である。
【別添「洪水ハザードマップ」】
（２）土砂災害
①　土砂災害警戒区域（イエローゾーン）は　　　　　部・班・組である。
②　土砂災害特別警戒区域（レッドーゾーン）は　　　　　部・班・組である。
【別添「土砂災害ハザードマップ」】
（３）地震・火災
地震・火災による被害が大きいのは　　　　　部・班・組と予想される。
５　避難所及び避難経路
当地区における一時避難所は、以下のとおりである。一時避難所に集合し、更に危険な場合、あるいは市の指示を受けた場合は、区役員の引率により市の指定する２次避難所に避難する。
（１）洪水時の一時避難所は、　　　　集会場である。
洪水時の避難経路は、　　　　である。
【別添「洪水避難経路図」のとおり】
浸水域３ｍ未満の地域・住居は、垂直避難を選択できる。垂直避難を選択する世帯は、あらかじめ区長に届け出るものとし、やむを得ず避難時に急遽選択する場合も、区役員を通じて区長に連絡するものとする。
洪水時の２次避難所は、　　　　である。
（２）土砂災害の一時避難所は、　　　　集会場である。
土砂災害の避難経路は、　　　　である。
【別添「土砂災害避難経路図」のとおり】
イエローゾーンの地域・住居は、垂直避難を選択できる。垂直避難を選択する世帯は、あらかじめ区長に届け出るものとし、やむを得ず避難時に急遽選択する場合も、区役員を通じて区長に連絡するものとする。
土砂災害時の２次避難所は、　　　　である。
（３）地震・火災の一時避難所は、　　　　集会場である。
地震・火災の避難経路は、　　　　である。
【別添「避難経路図」のとおり】
地震・火災時の２次避難所は、　　　　である。
６　避難
（１）　被害状況を正確かつ迅速に把握し、適切な応急措置をとるため、情報の収集・伝達を次により行う。
ア　情報の収集・伝達
警戒・情報班は、地域内の災害情報、防災関係機関等の提供する情報を収集するとともに、必要と認める情報を地域内住民、防災関係機関等に伝達する。
イ　情報の収集・伝達の方法
情報の収集・伝達は、電話、テレビ、ラジオ、防災行政無線、携帯無線機、伝令等による。
（２）　災害の拡大等により、区民に危険が生じ、又は生じる恐れがあるとき、または、市から避難指示等を受けた場合は、次により避難を行う。
ア　避難誘導の指示
区長は、区民に対して避難指示等をするとともに、区役員に対し区民の避難誘導の指示を行う。
イ　避難誘導
区役員は、区長の避難誘導の指示を受けたときは、区民を避難所等に誘導する。
（３）　避難所の開設・管理・運営
ア　一時避難所の開設
区長の指示により、役員は一時避難所を開設し、受付において、区民の避難者カードを確認し、保管する。
イ　一時避難所の管理・運営
区長の指示により、役員は避難所運営委員会を設置し、委員会の計画により一時避難所の管理・運営をする。運営要領は、飛騨市避難所運営マニュアルによる。
ウ　市指定避難所の管理・運営協力
区民が、市指定避難所に２次避難して収容された場合は、市の要請により所要の協力をするものとする。
７　出火防止・初期消火
（１）出火防止
大地震時等においては、火災の発生が被害を大きくする原因であるので、出火防止の徹底を図るため、市の定める毎月２８日を「防災確認の日」とし、各家庭においては、主として次の事項に重点をおいて点検整備する。
①火気使用設備器具の整備およびその周辺の整理整頓状況
②可燃性危険物品等の保管状況
③消火器等消火資機材の整備状況
④その他建物等の危険箇所の状況
（２）初期消火対策
地域内に火災が発生した場合、迅速に消火活動を行い、初期に消火することができるようにするため、次の消火資機材を配備する。
①可搬式（小型）動力ポンプの防火水槽付近への配備
②消火器、水バケツ、消火砂等の各家庭への配備
８　救出・救護
（１）救出・救護活動
建物の倒壊、落下物等により救出・救護を要する者が生じたときは、ただちに救出・救護活動を行う。この場合、現場付近の者は救出・救護活動に積極的に協力する。
（２）医療機関への連絡
救護班は、負傷者が医師の手当を要するものであると認めたときは、次の医療機関または防災関係機関の設置する応急救護所に搬送する。
1 飛騨市民病院
②＿＿＿＿＿医院、＿＿＿＿診療所
（３）防災関係機関への出動要請
救護班は、防災関係機関による救出を必要とすると認めたときは、防災関係機関の出動を要請する。
９　給食・給水
避難所等における給食・給水は、次により行う。
（１）給食の実施
給食・給水班および物資・資材班は、本会の備蓄、行政からの配布、地域の家庭や事業所等からの提供等により確保した食糧等の分配、または炊き出し等による給食活動を行う。
（２）給水の実施
給食・給水班および物資・資材班は、本会の備蓄、行政からの提供、水道、井戸等により確保した飲料水または生活用水の給水活動を行う。
10　要配慮者支援
（１）名簿やマップ等の作成
災害時に要配慮者の安否や避難状況を把握するため、要配慮者や避難行動要支援者の名簿やマップ等を作成し、行政、民生・児童委員、訪問介護員、ボランティア、自治会等と連絡を取り合って定期的に更新する。
（２）要配慮者の避難誘導、救出・救護方法等の検討
要配慮者に対する円滑な避難誘導や効果的な救出・救護活動等について、個別支援計画の作成など、あらかじめ具体的な内容を検討する。
11　防災資機材等の整備
（１）区の防災資機材の整備
災害時の応急対策を円滑に実施するため、平時から、情報の収集・伝達、避難、出火防止および初期消火、救出・救護、給食・給水等に使用する資機材を整備し、定期的な点検等、管理・運用を行う。
なお、整備する資機材等の内容および保管場所については、次のとおりとする。
【別添防災資機材・備蓄品一覧のとおり】
（２）区の非常食・飲料水等の備蓄
　　　　区の一時避難所における避難者の受入等に備えるため、平時から非常食等を備蓄する。なお、備蓄する非常食等の内容および保管場所については、次のとおりとする。
【別添防災資機材・備蓄品一覧のとおり】
（３）各家庭での非常食・飲料水等の備蓄
　　　　各家庭において、３日分の非常食・飲料水、簡易トイレ、停電対策用電池、照明具等の備蓄、非常持出袋、避難者カード記載等の準備を励行する。
12　防災訓練
災害発生時に、避難等情報の伝達、初期消火、避難等を迅速かつ的確に行うため、次により防災訓練を実施する。この際、市の総合防災訓練の機会を積極的に活用する。
（１）訓練の想定
訓練想定は、洪水、土砂災害、地震・火災とする。（区で独自設定可）
（２）訓練の科目
①　避難情報等伝達訓練
②　消火訓練
③　避難訓練
④　救出・救護訓練
⑤　給食・給水訓練
13　他組織との連携
防災訓練や災害時の応急活動については、他の自主防災組織、飛騨市防災士会、災害ボランティア団体等と連携を図るものとする。
【別添「防災組織図」】の一例
	班名
	役職名又は氏名
	平常時の役割
	災害時等の役割

	本部
	区長
副区長
防災役員
各伍長（等）
	・全般統制
・区防災計画作成
・防災訓練計画作成
・関係機関等との連携
	・全般統制
・関係機関等との連携

	情報収集・伝達班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・災害情報の収集・伝達

	消火班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・初期消火活動

	避難誘導班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・区民の避難誘導

	救護班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・避難者の救護

	避難所開設・運営班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・一時避難所の開設・運営

	炊出・給水班
	
	・資機材の点検整備
・防災訓練参加
	・炊出・給食・給水

	（その他各区での必要班等随意）

	
	
	


誰が、どの班に所属し、平時・災害時の職務は何か、誰の指揮・指示を受けて活動するかを明確にする。
【別添「洪水ハザードマップ」】（略）
【別添「土砂災害ハザードマップ」】（略）
【別添「洪水避難経路図」】（ハザードマップに経路等記載も可）（略）
【別添「土砂災害避難経路図」】（ハザードマップに経路等記載も可）（略）
【別添防災資機材・備蓄品一覧】（略）
　区で保管する防災機資材、備蓄品の一覧及び保管場所を記載
別添資料は「連絡網」や「役員名簿」、などとしても良い。ただし、災害時の役割分担、任務を明記する。





避難先や経路を直接記載しても良い。


例）「○○区集会場へ避難」など





避難先や経路を直接記載しても良い。


例）「○○区集会場へ避難」など





避難先や経路を直接記載しても良い。


例）「○○区集会場へ避難」など





注）品目や数量の変更が生じやすく、別添一覧であれば柔軟に対応できる。





防災訓練、科目を、年内いつ頃、どんなことをするかを、わかる範囲で記載。


細部は年度計画とするも良い








